


大谷石を活用した内外装工事をした場合

⑴おもてなし事業

⑵大谷石活用事業

内装改造費限度額に
50万円を加算。

ただし、⑴が適用される
場合には、その限度額を
適用する。

50万円を限度に内装
改造費補助額に加算。

特例加算

（ただし、1 坪あたり８千円が上限）
店舗開店から６カ月分が対象

⑶商店街等の定めたコンセプト（市長の
    認定を受けたもの）に合致する業種

⑵大谷石蔵活用店舗

天井・壁・床・塗装・サイン工事が対象
⑴一般店舗

内装改造費

家賃

 １回につき
1万円

80万円

200万円

150万円

200万円

300万円

(申請時および開店６カ月後)
専門家の経営財務診断に要した費用経営財務

診断費 30%

30%

50%

30%

40%

50%

30%

限度額対象経費 補助率

どんな補助が受けられるの？

（家  賃）

一般店舗対象工事費（天井・壁・床・塗装・
サイン）ほか電気・給排水工事が対象

おもてなしコーナーの設置、バリアフリー
仕様の店作り、夜間照明設備等の設置を
した場合

一般店舗対象工事費（天井・壁・床・塗装・
サイン）ほか電気・給排水工事が対象

※宇都宮市中心市街地活性化基本計画に
定める区域（約320ヘクタール）内に存す
る大谷石蔵

ホームページ http://www.u-cci.or.jp/finance/sinkisyutten.html

表1

独立開業を支援。
あなたも夢の実現を
めざしましょう。
平成15年度から行われている「宇都宮商工会議所中心商業
地新規出店促進事業補助金」（略称「空き店舗出店補助金」）
事業は、市内中心商業地に新規出店すると、内装改造費や
家賃などの補助を受ける事ができる制度です

　

最
初
に
、
制
度
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

補
助
内
容
の
詳
細
は
、
表
１
「
ど
ん
な
補
助

が
受
け
ら
れ
る
の
？
」
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　

大
ま
か
に
言
う
と
、
ま
ず
出
店
の
た
め
に
必

要
な
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
事
前
診
断
や
、
家

賃
補
助
が
終
了
し
た
時
点
で
の
経
営
財
務
診
断

に
か
か
る
費
用
を
補
助
す
る
「
経
営
財
務
診
断

費
」、
店
舗
改
造
に
要
す
る
費
用
を
補
助
す
る

「
内
装
改
造
費
」、
開
店
か
ら
６
カ
月
間
の
「
家

賃
」、
そ
の
他
の
「
特
例
加
算
」
に
分
類
さ
れ

ま
す
。

　
つ
ま
り
、
出
店
前
の
事
前
準
備
か
ら
開
店
準

備
、
開
店
後
の
家
賃
補
助
ま
で
、
点
で
は
な
く

線
で
補
助
を
行
う
制
度
と
な
って
い
ま
す
。

　

あ
く
ま
で
「
補
助
」
で
す
の
で
、
か
か
っ
た
費

用
全
額
を
も
ら
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

表
１
に
あ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
30
％
の
補
助

率
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
上
限
金
額

も
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
家
賃
に
つ
い

て
は
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
最
大
50
％
の
補
助
を
受
け

る
事
が
で
き
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
区
域
内
で
の
店
舗
移
転
の
場
合

は
、
補
助
を
受
け
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
（
２
号

店
な
ど
新
規
出
店
で
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
）。

　
エ
リ
ア
は
、
宇
都
宮
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
対
象
区
域
（
約
３
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

内
の
中
心
商
業
地
域
で
す
。
大
通
り
や
中
央
通

り
（
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
）、
ユ
ニ
オ
ン
通
り
、
オ
リ

オ
ン
通
り
、
釜
川
沿
い
、
城
址
公
園
周
辺
な
ど

が
主
な
対
象
区
域
と
な
り
ま
す
（
記
事
末
に
記

載
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
対
象
区
域
の
地
図
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
は

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

注
意
し
て
欲
し
い
の
は
、
基
本
的
に
は
建
物
の

１
階
も
し
く
は
２
階
に
限
ら
れ
る
事
で
す
（
カ
ク

テ
ル
専
門
店
は
１
階
は
不
可
）。
中
心
部
活
性
化

が
目
的
の
補
助
金
で
す
の
で
、
基
本
的
に
路
面

店
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

業
種
に
つい
て
は
、

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
飲
食
業
の
場
合

は
ラ
ン
チ
営
業
が
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
飲
酒
業
は
原
則
と
し
て
対
象
外
で
す

が
、
カ
ク
テ
ル
専
門
店
で
あ
れ
ば
補
助
を
受
け

る
事
が
で
き
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
や
風
俗
業
、
遊

戯
業
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

要
約
す
る
と
、
基
本
的
に
は
中

心
部
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
業

種
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

表
１
で
も
ふ
れ
て
い
る
「
特
例
加

算
」
は
、
次
の
２
つ
の
事
業
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
申
請
と
い
う
と
、
多
く
の
方
は
「
書

類
が
面
倒
く
さ
い
し
、
審
査
が
厳
し
い
し
」
と
二

の
足
を
踏
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
「
空
き
店
舗
出
店
補
助
金
」
も
、

あ
る
程
度
の
書
類
が
必
要
で
す
が
、一
般
的
な
イ

メ
ー
ジ
よ
り
は
、
申
請
者
の
方
々
の
負
担
を
か
な

り
軽
減
す
る
も
の
と
な
って
い
ま
す
。

　

申
請
の
際
に
必
要
な
の
は
、
申
込
書
の
他
に
、

「空き店舗出店補助金」の活用で、
 中心商業地に活気を！

特集1／中心市街地活性化

（中心商業地新規出店促進事業補助金）

な
ど
で
す
。
他
に
特
例
加
算
に
該
当
が
あ
れ
ば

関
連
の
書
類
が
必
要
で
す
が
、一
般
的
に
「
補
助

金
申
請
」
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
も
の
よ

り
も
、
か
な
り
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

も
ち
ろ
ん
、
業
種
や
申
請
内
容
に
よ
っ
て
は
そ

の
他
に
必
要
な
書
類
も
あ
り
ま
す
が
、
お
お
む

ね
前
記
の
範
囲
に
お
さ
ま
って
し
ま
い
ま
す
。

　

申
請
前
に
は
、
担
当
者
が
て
い
ね
い
に
対
応
し

ま
す
の
で
、
通
常
の
出
店
準
備
を
さ
れ
て
い
る
方

で
あ
れ
ば
、
ほ
ぼ
ス
ト
レ
ス
無
く
、
書
類
の
準
備

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
審
査
委
員
会
で
承
認
、
受
給
資
格

認
定
書
を
交
付
さ
れ
た
段
階
で
、
補
助
の
要
件

で
あ
る
「
経
営
財
務
診
断
費
用
」
お
よ
び
「
内

装
改
造
費
用
」
な
ど
の
請
求
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も
ほ
と
ん
ど
は
見
積

書
・
請
求
書
・
領
収
書
や
市
税
完
納
証
明
書
、

費
用
内
訳
な
ど
、
実
際
に
診
断
を
受
け
た
り
改

各
種
出
店
費
用
を
、約
３
割
ま
で
補
助

申
請
手
続
き
は
で
き
る
だ
け
簡
素
化

「空き店舗出店補助金（中心商業地新規出店促進事業補助金）」の活用で、中心商店街に活気を！
中心市街地活性化

特集 1

③
商
店
街
や
商
工
会
議
所
な
ど
と
の
協

力
関
係
に
つ
い
て
の
書
類

（
例
え
ば
入
会
書
類
な
ど
）

④
事
業
概
要

（
事
前
の
経
営
財
務
診
断
書
類
の
写
し
）

①
店
舗
の
賃
貸
契
約
関
連
書
類

②
２
年
以
上
の
営
業
継
続
宣
誓
書

23 July  2011

◎
小
売
業

◎
飲
食
業

◎
サ
ー
ビ
ス
業

◎
そ
の
他
市
長
が
適
当
と
認
め
る
業

①
お
も
て
な
し
事
業

観
光
情
報
や
周
辺
商
店
街

情
報
の
提
供
な
ど
を
行
う

「
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
」、「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
」、
夜
間
照
明

な
ど
「
夜
間
や
閉
店
時
の

店
舗
演
出
」

②
大
谷
石
活
用
事
業

内
装
、
外
装
の
い
ず
れ
か

で
大
谷
石
を
活
用
。



　平成22年２月にオープンした、ネイルサロン「ルシェーレ」は、オー
ナー店長の髙野美紀さんが１人で切り盛りしています。ネイリストとし
て、市内の店舗で約８年間勤務し、独立開業しました。今では若い女
性を中心に、口コミで「ルシェーレ」ファンが広がりつつあります。

　　開業の経緯を教えてください。

　「お店のある赤門通りは、通勤などでよく通っていました。信号待ち
の際に、空き店舗になっていることに気がつき、こういう場所で開業
したいと思っていました。お隣りが美容室さんなので、立地的にもい
いところだと思いました」

　　制度についてはどこで知りましたか。

　「思い切って物件を決めた後に商工会議所のホームページを見
て、相談に伺ったんです。開業は初めてですから不安もたくさんあ
り、いろいろな相談にも乗っていただきました。１人で経営するお店
ですが、お客様に美しくなっていただく場所ですから、内装なども工
夫しました」

　　利用してみた感想は。

　「お店の経営については、在籍していた店でいろいろ勉強してきま
したが、自分で経営するとなるといろいろ大変で、書類なども苦労しま
した。担当の方に面倒をみていただいたので、助かりました。補助金
は３カ月単位で受け取るのですが、その度に作る実績報告書が、な
れない間はいちばん難しかったと思います」

　　今後の抱負をお願いします。

　「できるだけ多くのお客様にご満足いただき、美しくなるお手伝いを
させていただきたいと思います。できるだけリピーターになっていただ
けるよう、自分自身も技術などを向上させながら、サービスを続けてい
きたいですね」

　平成22年度の宇都宮市まちなみ景観賞を受賞した、大谷石蔵を
改造したおしゃれな外観のカフェ「サヴォイアｓ－21」。店名の由来は
アニメーション映画に出てくる飛行艇だそうです。平成21年に、空き
店舗出店補助金を活用して開業。街中の憩いの場として愛されて
います。

　　開業と制度を知ったきっかけは。

　「カフェの経営は長年の夢で、開業するにあたっては、以前から大
谷石の蔵を活用したいと考えていました。現在の蔵でオープンする事
ができ、とても満足しています。商工会議所でこうした制度があるとい
う事は、開業前に出店場所や店舗情報を探している中で知りご相談
しました。特例加算の対象になるなど、資金面でも助かりました」

　　制度の使い勝手はいかがですか。

　「申請やその後の書類作成などは、担当の方の丁寧なアドバイス
もあり、特に苦労した面はなく、スムーズに手続きできました。使いや
すい制度だと思います。ただ私どものようなカフェは、雰囲気作りの
ための備品や、什器などの設備投資も重要な要素ですので、そのよ
うな面での補助があると大変助かります。（注：現状では、おもてなし
事業以外は、備品への補助は無し）」

　　今後の抱負をお願いします。

　「集客方法をどのようにしていくかが今後の課題です。お客様一
人ひとりが、お店の雰囲気を気に入って何度も足を運びたくなる。
そんな素敵なお店に育てていけるよう日々努力していきたいと思い
ます」

Nail Salon lucere ネイルサロン ルシェーレ
〒３２０-００２７ 宇都宮市塙田２-４-８ 武田ビル１F（赤門通り）

営業時間／午前10時から午後７時
定休日／不定休（完全予約制）
☎０２８-６２２-５２２０

cafe 
SAVOIA s-21
カフェ サヴォイア s-21

〒３２１-０９６６
宇都宮市今泉２-８-５
営業時間／

午前11時から午後６時
定休日／月曜日

☎０２８-６６６-７８６０

ＭＡＧＮＥＴ ＵＴＳＵＮＯＭＩＹＡ マグネット宇都宮
〒３２０-００３５ 宇都宮市伝馬町３-24（ユニオン通り）

営業時間／午前11時から午後7時
定休日／水曜日

☎０２８-６６６-７５０４

８年の経験をもとに、
独立開業を実現しました！

　群馬県に本社を持つ（株）マグネットは、衣料品やアクセサリーなどを販
売する、いわゆるセレクトショップ。この形態の店舗は、複数のブランドを扱
うこと、スタッフのセンスによる商品構成などが特徴です。それだけに、立地
にも気を使います。
　同社は群馬県高崎市や同伊勢崎市など４店舗を展開し、宇都宮店は
初の県外出店となります。

 　宇都宮に店舗を構えた経緯は？

　「これまで群馬県内に展開してきましたが、狭いエリアでこれ以上増やし
てもお客様の利便は良くないと思い、７～８年前から他県進出を考えてい
ました。宇都宮にも何度もリサーチに来ていた中で、たまたま現在の場所
に行き当たりました。
　このユニオン通りは、今はちょっと減りましたが、若者向けの衣料品店が
多く軒を連ねていて、そういう環境にも惹かれましたね」

 　補助金はどこで知ったのですか。

　「不動産屋さんが教えてくれました。よく面倒を見てくれる方で、制度に
ついても詳しく調べてくれました。それと、オーナーさんもいい方で、開店ま
で半年くらい時間がかかったのですが、その間家賃などを免除していただ
きました」

  　利用手続きや、制度の感想は。

　「他の都市に比べると、商工会議所の対応もていねいでしたし、制度自
体も申請が楽だったり条件が緩やかだったりと、良かったですね」

 　今後の抱負をお願いします。

　「他県の都市に比べて、宇都宮はまだまだ元気、ビジネスチャンスがあり
ます。せっかく縁で出店しましたから、地域の方 と々一緒になって盛り上げ
ていきたいですね」

他の都市と比較して、
 宇都宮に決めました！

株式会社マグネット
代表取締役　

 萩原 淳史さん

ネイルサロン ルシェーレ
オーナー

髙野 美紀さん

主人と
二人三脚での独立開業、
制度のおかげで
助かりました！

01 

01 
01 
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04 

カフェ サヴォイア s-21
オーナー

猪瀬 悟美さん

造
を
行
っ
た
り
す
れ
ば
必
ず
出
る
書
類
ば
か
り
で

す
。

　

ま
た
、
３
カ
月
後
・
６
カ
月
後
・
１
年
後
・
２

年
後
の
営
業
実
績
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
帳
簿
類
を
整
え
て

あ
れ
ば
難
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
分
か
ら

な
い
事
は
担
当
者
が
ご
相
談
に
乗
り
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
申
請
後
に
審
査
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
相
談
い
た
だ
い
た
時
点
で
細
か
く
対
応
し
た
上

で
申
請
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

補
助
金
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
当
所
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
「
使
い
や
す

い
」「
効
果
が
出
や
す
い
」
運
用
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
以
上
の
営
業
継
続
の
意
思
が
あ

る
方
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
例
え
ば
数
週
間
や

数
カ
月
の
、
イ
ベ
ン
ト
的
な
出
店
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

　

当
所
で
は
こ
の
事
業
を
平
成
15
年
度
か
ら
、

宇
都
宮
市
の
制
定
し
た
「
宇
都
宮
市
中
心
商
業

地
出
店
等
促
進
事
業
補
助
金
」
の
補
助
金
交
付

団
体
と
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

開
始
年
度
は
１
８
０
件
の
相
談
を
受
け
、
そ
の

後
数
年
間
は
80
〜
90
件
で
推
移
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
度
、
22
年
度
は
い
ず
れ
も
１
１
０

件
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
受
給
資
格
認
定
件
数

は
お
お
む
ね
30
件
以
上
で
、
昨
年
度
は
44
件
と

な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
制
度
は
順
調
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
中
心
部
の
空
き
店
舗
数
は
楽

観
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
平
成
18
年
３
月
の

時
点
で
96
店
だ
っ
た
空
き
店
舗
数
は
、
平
成
22

年
３
月
に
は
１
２
２
件
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た

１
・
２
階
店
舗
だ
け
を
見
る
と
、
36
店
舗
か
ら
64

店
舗
へ
、
倍
近
い
数
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
「
空
き
店
舗
補
助
金
」

の
意
義
は
、
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
く

と
思
わ
れ
ま
す
。
家
賃
補
助
期
間
が
変
更
に
な

る
な
ど
、
今
年
度
か
ら
制
度
内
容
の
一
部
が
変

わ
り
ま
し
た
が
、
補
助
金
手
続
や
終
了
後
の
経

営
サ
ポ
ー
ト
な
ど
幅
広
く
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「空き店舗出店補助金（中心商業地新規出店促進事業補助金）」の活用で、中心商店街に活気を！
中心市街地活性化
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本
多
正
純
は
徳
川
家
康
の
側
近
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
家
康
が
三
男
の
秀

忠
に
将
軍
職
を
譲
り
、
駿
府
城
に
隠
居
し
た
時

に
は
、
共
に
現
地
に
赴
き
、
依
然
と
し
て
強
い
影

響
力
を
持
っ
て
い
た
家
康
の
知
恵
袋
と
し
て
仕
え

ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
下
野
小
山
藩
の
大
名
と
し
て

取
り
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
坂
冬
の
陣

の
際
に
は
、
大
坂
城
内
堀
埋
め
立
て
の
策
を
家

康
に
進
言
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
康
の
死
後
、
秀
忠
の
側
近
と
な
り
、
宇
都

宮
藩
15
万
５
千
石
に
加
増
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

次
第
に
秀
忠
周
辺
に
疎
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
改

易
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
配
流
と
な
っ
て
佐

竹
藩
初
代
藩
主
佐
竹
義
宣
に
預
け
ら
れ
、
支
城

横
手
城
下
（
現
在
の
秋
田
県
横
手
市
）
で
そ
の

生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
改
易
の

理
由
は
幕
府
に
無
断
で
城
を
改

修
し
た
こ
と
、
根
来
同
心
を
処

刑
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
将
軍
秀

忠
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
た｢

釣
り

天
井
伝
説｣

は
、
の
ち
に
講
談
な

ど
で
広
ま
っ
た
創
作
で
す
。

　

正
純
が
宇
都
宮
藩
主
だ
っ
た

期
間
は
３
年
ほ
ど
。
決
し
て
長

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
間
に

宇
都
宮
城
の
大
改
修
と
城
下
町

の
町
割
り
を
行
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
不
動
前
か
ら
宇
都
宮
城
の

西
側
を
通
る
奥
州
街
道
を
新
た

に
整
備
し
、
現
在
あ
る
宇
都
宮

の
基
盤
を
つ
く
り
ま
し
た
。
二

荒
山
神
社
前
の
大
通
り
も
、
小

山
を
開
削
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

正
純
の
居
城
だ
っ
た
宇
都
宮
城
は
、
市
民
が

募
金
運
動
を
繰
り
広
げ
る
な
ど
し
て
平
成
19
年

に
復
元
が
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
中
心
に
な
っ
た

の
は
、
当
所
も
メ
ン
バ
ー
に
名
を
連
ね
る
「『
よ

み
が
え
れ
！
宇
都
宮
城
』
市
民
の
会
」（
須
賀

英
之
会
長
）
で
す
。
こ
の
運
動
を
伝
え
聞
い
た

秋
田
県
横
手
市
の
「『
本
多
上
野
介
正
純
公
を

学
ぶ
』
市
民
の
会
（
以
下
、『
正
純
公
を
学
ぶ
』

市
民
の
会
）」（
多
賀
糸
敏
雄
会
長
）
の
会
員
が
、

寄
付
金
を
寄
せ
て
く
れ
た
の
が
両
市
の
本
格
的

な
市
民
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

正
純
の
身
柄
を
預
か
っ
た
佐
竹
義
宣
は
、
名
君

の
誉
れ
高
く
、
現
在
も
横
手
市
民
に
慕
わ
れ
て

い
ま
す
。
実
は
正
純
は
義
宣
を
常
陸
か
ら
秋
田

へ
と
転
封
し
た
張
本
人
で
し
た
。
虐
げ
ら
れ
て

も
や
む
を
得
な
い
立
場
で
し
た
が
、
幽
閉
し
つ
つ

も
、
義
宣
は
正
純
を
手
厚
く
保
護
し
ま
し
た
。

　
「『
正
純
公
を
学
ぶ
』
市
民
の
会
」
を
立
ち
上

げ
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
副
会
長
を
つ
と
め
る
佐

川
君
子
さ
ん
は
元
学
校
の
先
生
。
在
職
中
に
ア

メ
リ
カ
で
研
修
し
た
際
、
郷
土
の
こ
と
を
聞
か
れ
、

答
え
ら
れ
ず
に
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
た
の
が
、

歴
史
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
言
い
ま

す
。「
勉
強
し
て
い
く
う
ち
に
佐
竹
藩
主
の
生
き

方
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の
中
で
横
手
に
流
さ
れ

た
本
多
氏
の
生
き
方
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
も

な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
名
君
義
宣

が
一
目
置
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
な
り
の
人
物
だ
っ

た
に
違
い
な
い
と
感
じ
た
の
で
す
。

　

佐
川
さ
ん
は
平
成
16
年
に
正
純
を
追
悼
す
る

茶
会
を
開
き
、
翌
年
、「『
正
純
公
を
学
ぶ
』
市

民
の
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
会
長
の
多
賀

糸
敏
雄
さ
ん
は
会
社
経
営
者
で
横
手
商
工
会
議

所
の
常
議
員
。
ま
た
、
昨
年
ま
で
横
手
商
工
会

議
所
の
事
務
局
長
だ
っ
た
佐
藤
隆
さ
ん
も
会
の
幹

事
を
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
経
済
人
の
立
場
か
ら
、

ま
た
佐
川
先
生
た
ち
は
研
究
者
の
立
場
か
ら
、
お

互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最

も
あ
り
が
た
い
の
は
、
事
務
局
を
横
手
市
役
所

が
引
き
受
け
て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
す
」。
横
手

市
横
手
地
域
局
地
域
振
興
課
の
高
橋
新 

一主
査
は

「
市
民
が
中
心
に
盛
り
立
て
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
。
ふ

る
さ
と
の
歴
史
文
化
を
き
ち
ん
と
後
世
に
継
承
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

横
手
市
役
所
内
に
は
宇
都
宮
大
学
卒
業
者
な

ど
、
宇
都
宮
に
住
ん
だ
経
験
者
も
か
な
り
い
て
、

会
の
活
動
継
続
に
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
と
も
聞

き
ま
し
た
。「
学
ぶ
楽
し
み
を
軸
に
、
研
究
者
、

経
済
人
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
が
続
い
て
い

ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
歴
史
を
深
め
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
佐
川
さ
ん
。
歴

史
を
通
し
て
の
ま
ち
お
こ
し
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
城
復
元
の
募
金
以
来
、
相
互
の
交
流

は
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。
数
年
前
に
は
「『
よ

み
が
え
れ
！
宇
都
宮
城
』市
民
の
会
」の
メ
ン
バ
ー

が
横
手
市
を
訪
れ
、
正
純
の
墓
の
近
く
に
紅
白

の
ウ
メ
モ
ド
キ
を
植
樹
を
し
ま
し
た
。
正
純
が

横
手
で
詠
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
「
陽
だ
ま
り
を

恋
し
と
想
う
う
め
も
ど
き
日
陰
の
紅
を
見
る
人

も
な
く
」
の
歌
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。
ま
た
、

宇
都
宮
城
址
ま
つ
り
に
は
、
横
手
の
名
物
「
横

手
や
き
そ
ば
」
の
チ
ー
ム
が
来
訪
し
て
、
宇
都
宮

市
民
に
本
場
の
味
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

配
流
さ
れ
た
正
純
は
墓
を
つ
く
る
こ
と
を
許

さ
れ
ず
、
当
時
の
横
手
区
裁
判
所
近
く
に
土
饅

頭
が
残
る
だ
け
で
し
た
。
こ
れ
を
哀
れ
に
思
っ
た

　

第
28
代
宇
都
宮
藩
主
本
多
上
野
介
正
純
は
、
現
在
あ
る
宇
都
宮
市
街
地
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

地
元
で
そ
の
人
物
像
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
実
は
今
、
地
域
間
の
交
流
を
取
り
持
つ
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。
藩
主
を
つ
と
め
た
宇
都
宮
市
と
、
生
涯
を
終
え
た
秋
田
県
横

手
市
と
の
間
で
続
く
市
民
同
士
の
ふ
れ
合
い
を
紹
介
し
ま
す
。

本
多
正
純
が
結
ぶ

市
民
交
流
歴
史
を
学
ん
で

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う

裁
判
所
職
員
た
ち
が
、
明
治

42
年
、
自
費
で
正
純
ゆ
か
り
の

上
野
台
の
地
に
墓
を
建
立
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
が
現
在
の
墓
碑
で
す

が
、そ
の
後
、墓
碑
前
に
４
メ
ー

ト
ル
の
記
念
碑
が
つ
く
ら
れ
た

た
め
に
、
本
来
の
墓
碑
が
陰
に

隠
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ

で
は
当
初
の
建
立
者
の
意
図
が

損
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
墓
碑
を
移
設
し
て

整
備
し
直
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

墓
碑
移
設
の
募
金
活
動
を
行
う
中
で
、
今
度

は
「『
よ
み
が
え
れ
！
宇
都
宮
城
』
市
民
の
会
」

が
募
金
に
協
力
。
先
日
６
月
17
日
（
金
）
に
横

手
か
ら
関
係
者
が
訪
れ
、
目
録
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
移
設
は
９
月
中
に
完
了
す
る
予
定

で
、
供
養
の
茶
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
宇
都
宮
か
ら
も
市
民
が
訪
ね
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

           　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

郷
土
を
愛
す
る
心
は
、
そ
の
歴
史
を
知
る
と
こ

ろ
か
ら
芽
生
え
ま
す
。
会
報
「
天
地
人
」
で
は
、

本
特
集
を
皮
切
り
に
今
後
４
回
に
わ
た
って
宇
都
宮

の
成
り
立
ち
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
筆
者
は
郷

土
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
塙
静
夫
先
生
で
す
。

秋田県横手市内にある本多正純の墓碑。移設の準備が進んでいる

墓碑の近くには「『よみがえれ！宇都宮城』市民の会」が植樹したウメモドキが根付いている

「『本多上野介正純公を学ぶ』市民の会」の多賀糸敏雄会長

街角の標識には本多正純の墓碑を
案内する表示がある

前列中央が「『本多上野介正純公を学ぶ』市民の会」の佐川君子副会長、前列右が幹事で
前横手商工会議所事務局長の佐藤隆さん。事務局をつとめる横手市横手地域局地域振
興課の武田浩一課長（前列左）、同高橋新一主査（後列左）、本郷美佳主任
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全
国
大
会
現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た

青
年
部
だ
よ
り

合
同
委
員
会
を
開
催

通
常
議
員
総
会
・
常
議
員
会

　

当
所
で
は
６
月
27
日（
月
）、
市

内
ホ
テ
ル
で
平
成
23
年
度
通
常
議

員
総
会
並
び
に
第
１
回
常
議
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
役
員
・

議
員
86
人（
他
委
任
状
27
人
）が
出

席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、「
平
成
22
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
」「
平
成
23

年
度
収
支
予
算
の
補
正
」な
ど
６
議

案
に
つ
い
て
、
満
場
一
致
で
承
認
・

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
欠
員
と
な
っ
て

い
た
常
議
員
に
、
石
井
貢
氏（
宇
都

宮
証
券
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、
永

野
尚
氏（
富
士
重
工
業
㈱
常
務
執
行

役
員
・
宇
都
宮
製
作
所
長
）、
瓦
井

成
氏（
光
機
材
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

を
選
任
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
所
役
員
・
議
員
を
退

任
し
た
大
谷
伸
氏
・
林
啓
二
氏
・
瓦

井
利
宗
氏
へ
の
感
謝
状
、
地
域
経
済

振
興
貢
献
に
対
し
て
常
議
員
の
野
澤

榮
一
郎
氏
に
関
東
経
済
産
業
局
長
表

彰
、
な
ら
び
に
特
定
非
営
利
活
動
法

人
宇
都
宮
中
心
商
店
街
活
性
化
委
員

会
に
対
す
る
関
東
商
工
会
議
所
連
合

会
の
べ
ス
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
表
彰
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
部
だ
よ
り

　

平
成
26
年
２
月
に「
日
本
商
工
会

議
所
青
年
部
全
国
大
会
」を
栃
木
県

に
招
致
す
る
た
め
６
月
17
日（
金
）、

「
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
全
国
大

会
と
ち
ぎ
宇
都
宮
大
会
」現
地
視
察

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
の
兵

頭
会
長
を
は
じ
め
約
30
人
の
役
員

の
方
々
が
宇
都
宮
市
を
訪
問
。
約

50
人
の
栃
木
県
商
工
会
議
所
青
年

部
連
合
会
メ
ン
バ
ー
が
お
迎
え
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
当
所
大
会
議
室
に
て
歓

迎
式
お
よ
び
大
会
コ
ン
セ
プ
ト
の

　

女
性
部
で
は
、
女
性
ら
し
い
感

性
と
特
性
を
活
か
し
、
豊
か
な
発

想
力
と
行
動
力
を
も
っ
て
各
種
事

業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
事
業
の
内
容
等
を
検
討
す
る
た

め
、
総
務
委
員
会
と
事
業
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
６
月
９
日

（
木
）に
、
本
年
度
第
１
回
目
の
合

同
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

合
同
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
会
に
分
か
れ
て
協
議
が
な

さ
れ
、
会
員
か
ら
は
各
事
業
に
対

す
る
、
積
極
的
な
意
見
が
た
く
さ

ん
出
さ
れ
ま
し
た
。

説
明
を
行
い
、
栃
木
県
や
宇
都
宮
市
、

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会
北
村
会

長
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
型
バ
ス
で
会
場
予
定

地
で
あ
る
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
、
宇
都

宮
市
体
育
館
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
、
宇
都
宮
市
文
化
会
館
、
宇

都
宮
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
５
カ
所
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

視
察
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
佐
藤

宇
都
宮
市
長
も
駆
け
つ
け
、
栃
木
の

良
さ
、
宇
都
宮
の
魅
力
に
つ
い
て
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
好

評
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
各
商
工
会

議
所
青
年
部
の
名
物
グ
ル
メ
で
す
。

地
域
の
特
色
を
出
し
て
い
く
方
向
性

を「
食
」で
示
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
全
国

大
会
」を
き
っ
か
け
に
栃
木
県
経
済

全
体
が
さ
ら
に
活
性
化
し
て
い
く
よ

う
当
大
会
の
招
致
、
開
催
に
向
け
て

全
力
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
（
総
務
広
報
委
員
会
委
員
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

      

坂
本
英
典
）

　

協
議
後
、
両
委
員
長
か
ら
協
議
結

果
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

総
務
委
員
会
か
ら
は
、
全
体
例
会

や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
・
運
営
、

会
員
親
睦
事
業
、
広
報
活
動
等
に
加

え
、
女
性
部
全
体
に
関
わ
る
重
要
課

題
で
あ
る
会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
委
員
会
か
ら
は
、
宮
の
市
へ

の
参
加
、
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
、

産
業
視
察
、
環
境
と
福
祉
へ
の
支
援

と
し
て
の
プ
ル
ト
ッ
プ
等
の
収
集
、

中
心
市
街
地
の
定
期
清
掃
等
に
つ
い

て
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
年
度
か
ら
は
会
員
相
互

の
親
睦
と
組
織
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
、
サ
ー
ク
ル
活
動（
会
員
の
中

で
す
ぐ
れ
た
技
術
を
持
っ
て
い
る
方

に
講
師
に
な
っ
て
も
ら
う
）が
立
ち

上
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
よ
り
一
層
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
や
取
り
組
み
を
通
し
て
、

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
自
己
研
鑽
を

図
り
、
ま
す
ま
す
元
気
で
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
い
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
女
性
部
理
事
・
総
務
委
員
会

　
　
　
　
　

  

委
員
長　

鹿
野
順
子
）

平
成
23
年
度
通
常
議
員
総
会
並
び
に
第
１
回
常
議
員
会
を
開
催

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

議
員
職
務
執
行
者
が
変
更
し
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会場予定地を視察するメンバー

合同委員会で意見交換するメンバーたち

総
務
部
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節
電
の
お
ね
が
い

節
電
対
策

　

今
夏
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

東
京
電
力
の
供
給
能
力
の
大
幅
な

減
少
に
よ
り
、
電
力
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
た
場
合
、
大
規
模
停

電
等
の
不
測
の
事
態
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
電
力
の
最
大
使
用

量
の
抑
制（
政
府
目
標
15
％
）が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
の
事

業
所
に
お
き
ま
し
て
も
、
率
先
し

て
節
電
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
当
所
で
は
、「
夏
期
の
電

力
対
策『
ピ
ー
ク
抑
制
＆
節
電
』の

た
め
の
自
主
行
動
計
画
作
成
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」を
作
成
し
、
窓
口
に

て
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。 http

://w
w

w
.u-cci.or.jp

）

富士通㈱ 栃木支店  
支店長

吉野　秀博氏
（平成 23年 5月 21日付）

富士通㈱ 栃木支店  
支店長

甫立　和也氏

議員

光機材㈱
代表取締役社長

瓦井　成氏
（平成 23年 6月 1日付）

光機材㈱
代表取締役会長

瓦井　利宗氏

宇都宮証券㈱
代表取締役社長

石井　貢氏
（平成 23年 3月 31日付）

宇都宮証券㈱
取締役社長　

田中　彰氏

常議員

富士重工業㈱ 宇都宮製作所
常務執行役員・宇都宮製作所長

永野　尚氏
（平成 23年 5月 31日付）

富士重工業㈱ 宇都宮製作所
宇都宮製作所長

梅原　英資氏

　

当
所
で
は
、
事
務
所
内
蛍
光

灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
変
更
、
使

用
し
て
い
な
い
エ
リ
ア
や
時
間

帯
に
よ
る
消
灯
の
徹
底
、
Ｏ
Ａ

機
器
の
節
電
対
策
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

総会風景
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金
属
製
品・機
械
器
具・関
連
業
種

商
談
会
の
発
注
企
業・受
注
希
望
企
業
を
募
集
し
ま
す
！

ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市
（
工
業
版
）

　

本
商
談
会
は
、
発
注
企
業
が
事

前
に
発
注
案
件
を
提
示
し
、
そ
の

案
件
に
対
応
可
能
な
受
注
希
望
企

業
が
商
談
を
申
し
込
む
逆
見
本
市

形
式
の
商
談
会
で
す
。

　

今
回
は
、
関
東
甲
信
越
地
域
を
中

心
に
21
商
工
会
議
所
が
主
催
、
東
京

都
が
共
催
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

〈
本
商
談
会
の
メ
リ
ッ
ト
〉

①
関
東
を
中
心
と
し
た
広
い
地
域

か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
発
掘
が
可
能
。

②
事
前
に
、
発
注
企
業
が
商
談
希

望
企
業
を
決
め
る
た
め
、
精
度
の

高
い
商
談
が
行
え
ま
す
。

③
発
注
企
業
か
ら
受
注
希
望
企
業

に
対
し
て
逆
指
名
商
談
も
可
能
。

〈
募
集
概
要
〉

【
開
催
日
時
】

10
月
25
日（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

【
会
場
】 

東
京
商
工
会
議
所

（
千
代
田
区
丸
の
内
３-

２-

２
）

【
参
加
費
】

◎
発
注
企
業
：
無
料

◎
受
注
企
業
：
エ
ン
ト
リ
ー
無
料
、

商
談
会
参
加
が
決
定
し
た
場
合
件

数
に
応
じ
て
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

※
東
日
本
大
震
災
被
災
地
事
業
所
は

参
加
費
無
料

【
商
談
テ
ー
マ
】　

金
属
製
品
、
機
械
器
具
、
樹
脂
成
形
・

加
工
、
関
連
業
種（
加
工
・
組
立
・

試
作
・
供
給
）

【
参
加
対
象
】

◎
発
注
企
業
：
商
談
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
具
体
的
な
発
注
案
件
を
提
示
で
き

る
企
業

◎
受
注
企
業
：
エ
ン
ト
リ
ー
後
、

東
京
商
工
会
議
所
事
務
局
か
ら
ご
連

絡
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【
募
集
企
業
数
】　

◎
発
注
企
業
：
35
社

◎
受
注
企
業
：
２
０
０
社

【
申
込
締
切
】　

◎
発
注
企
業
：
８
月
12
日（
金
）

◎
受
注
企
業
：
８
月
21
日（
月
）

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
お
気
軽

に
当
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

h
ttp

://w
w

w
.to

kyo
-cci.o

r.jp
/

bizkoryu/shoudan/

経
営
支
援
部

☎
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４
月
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
入
会
員
の
紹
介

地
域
と
商
工
会
議
所
を
結
ぶ
25
人
の
振
興
委
員
を
委
嘱

宇
都
宮
商
工
会
議
所
振
興
委
員

　

当
所
で
は
６
月
３
日（
金
）、
平

成
23
年
度
振
興
委
員
委
嘱
式
を
開

催
し
、
地
域
と
商
工
会
議
所
を
結

ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
25
人
の
方
々

に
振
興
委
員
を
委
嘱
し
、
北
村
会

頭
か
ら
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
１
回
連
絡
会
議
を

開
催
し
、
商
工
会
議
所
が
実
施
し

て
い
る
経
営
支
援
事
業
や
会
員

サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
の
普
及
推
進
、

地
域
や
業
界
動
向
の
把
握
や
各
種

調
査
へ
の
協
力
な
ど
を
依
頼
し
ま

し
た
。

　

地
域
の
事
業
者
と
商
工
会
議
所

を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

地
域
振
興
部

☎
6
3
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3
1
3
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国
の
資
金
で
企
業
経
営
を
力
強
く
支
援
し
ま
す
！

金
融
相
談
日
（
一
日
公
庫
）

　

当
所
で
は
中
小
企
業
の
経
営
を

支
援
す
る
た
め
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
の
協
力
に
よ
り「
金
融
相
談
日

（
一
日
公
庫
）」を
開
催
し
ま
す
。

　

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
貸
付

（
マ
ル
経
）以
外
の
日
本
政
策
金
融

公
庫（
国
民
生
活
事
業
）の
融
資
制

度
に
つ
い
て
、
当
日
必
要
書
類（
決

算
書
・
確
定
申
告
書
２
期
分
、
開

業
計
画
書
な
ど
）を
ご
持
参
い
た
だ

け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
即
日
融
資

可
否
の
判
断
を
し
ま
す
。
こ
の
機

会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】 

７
月
26
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

【
会
場
】 

当
所
会
議
室

【
相
談
員
】 

日
本
政
策
金
融
公
庫
宇

都
宮
支
店  

融
資
担
当
者

【
内
容
】 

運
転
資
金
、
設
備
資
金
に

関
す
る
相
談（
原
材
料
・
商
品
仕
入

れ
資
金
／
店
舗
・
機
械
設
備
資
金
／

開
業
資
金
な
ど
）

【
申
込
】 

ス
ム
ー
ズ
な
相
談
に
応
じ

る
た
め
、
事
前
に
相
談
時
間
の
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
締
切
】 

７
月
21
日（
木
）

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」読
者
募
集
中
！

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営

に
関
す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、

商
工
会
議
所
事
業
の
ご
案
内
な
ど

で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
料
や
回
線
使
用
料
は

各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
登
録
で
き
る
の
は
宇
都
宮
商
工
会

議
所
会
員
の
方
で
す
。
登
録
は
1
会

員
様
1
ア
ド
レ
ス
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
携
帯
電
話
の
ア
ド
レ
ス

は
不
可
）

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
部
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○合同会社ライフサイズモビリティ
宇都宮市刈沼町369-1とちぎ産業創造プラザ317Ｂ
☎ 050-3437-2185
業務内容／ 輸送機器（自転車、電動車輌）製造

○社会福祉法人長寿栄光会　宮の里
宇都宮市田野町666-2　☎652-8122
業務内容／ 特別養護老人ホーム、短期入所、通所介護、
訪問介護、ケアハウス、居宅介護支援

○早稲田育英ゼミナール宇都宮東教室
宇都宮市陽東1-8-19　☎678-6767
業務内容／ 学習塾

○（株）シーレイズ（ボードルーム）
宇都宮市曲師町5-11 OIビル2F　☎090-8521-3119
業務内容／ バッグ、サイフ、革製品、アパレル全般、シュー
ズの輸入販売

○（株）利証企画（ＡＲＥＡ　ＦＲＯＮＴＩＥＲ）
宇都宮市曲師町4-1三笠ビル2F　☎680-4466
業務内容／カフェ系

○西口ビル管理（株）
宇都宮市駅前通り1-4-6　☎624-8155
業務内容／ 不動産管理

○日環ホールディングス（株）
宇都宮市インターパーク4-7-6　☎657-5065
業務内容／ サポート管理

○あさか事務所
宇都宮市中央2-8-7藤田ビル1F　☎902-8577
業務内容／ 相続業務全般（税務申告・名義変更等）

○（有）光成塗装工業
宇都宮市さつき3-27-15☎655-3226
業務内容／ 建築塗装

○キャリア・スペース
宇都宮市鶴田町1029 アイランドA105　
☎050-3736-4780
業務内容／ コンサルタント（心理カウンセリング、IT導入
相談）

○（株）フォーティ興業
宇都宮市上籠谷町3514　☎667-8367
業務内容／ 建設業（土木、建築、解体、はつり）

○（株）シンエヌ
宇都宮市京町9-50　☎634-7280
業務内容／ 建設業

○保険オーシャンズ
宇都宮市石井町3341　☎657-7122
業務内容／ 保険代理業（生命保険・損害保険）

○（株）アーサー・マレー矢部ダンスセンター
上都賀郡西方町本城462　☎0282-92-8309
業務内容／ 社交ダンス教授所

○野﨑ビジネスコンサルティング
さいたま市大宮区堀の内町3-246　☎048-649-1354
業務内容／ 中小企業診断士

○よくわかるパソコン教室
宇都宮市陽東4-8-29小倉ビル2F　☎666-0873
業務内容／ パソコン教室運営

○（株）菊地設備工業
宇都宮市柳田町1254-2　☎666-5469
業務内容／ 管工事業

※公開不可の事業所は掲載していませんのでご了承ください。
（平成23年4月1日～ 4月30日加入分　順不同・敬称略）

相澤　美知子 ㈲オーヴァル 塙田 2-5-5 627-8783

池田　勇介 ㈱アイ・シー・エス 下戸祭 1-9-16 643-3377

今泉　知明 鳥貞㈲ 中央 1-6-9 633-4105

小古山　峯雄 アド・エイディアイ 陽西町 1-70 624-5955

柿沼　康夫 前田クリーニング商会 中央 5-17-4 634-6051

重原　嘉久 ㈲重原精機 上桑島町 1465-40 656-2300

床井　　央 トコイ理容所 仲町 1-13 622-3480

長島　俊夫 ㈲堺屋商店 江野町 7-8 633-2073

長野　方明 ㈲ﾅｶﾞﾉｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑｽﾞ 材木町 3-21 634-2432

宮川　欣也 ㈲八百兼商店 材木町 2-7 633-3809

市村　耕三 ヘアーサロンカワワ 駅前通り3-1-11 634-9661

五十嵐　賢 ㈲マルシン靴店 西 1-2-2 633-6050

佐藤　勝一 ㈲鏡池堂 馬場通り2-3-14 634-9863

鈴木　明子 トレビアン美容室 竹林町 601-1 627-1056

滝野光太郎 滝野屋米店 泉が丘 1-17-23 661-4903

綱川　恵太 綱川自動車整備工場 平松町 525 634-9495

松平　吉弘 インテリア松平 緑 3-2-6 658-0651

山室　正志 ㈱東武宇都宮百貨店 宮園町 5-4 651-5810

今井　キヨ 松本畳工業㈱ 材木町 4-2 633-2488

大森　一男 ㈲吉澤組 岩本町 524 624-8407

黒川　秀夫 黒川経営コンサルタント 中戸祭町 808-25 622-2934

坂本　弘子 坂本商店 東宿郷３-13-８ 633-1068

塩生　忠義 朝日屋呉服店 みどり野町 18-20 653-5298

杉山　　猛 ㈲盤石荘 大谷町 1228 652-0524

中村　芳雄 中村会計事務所 御幸が原町 143-47 908-4428

氏  名 事業所名 所在地 電   話

平成 23年度宇都宮商工会議所振興委員
（敬称略）

委嘱状の交付
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■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 ７月12日、８月９日  午後１時30分〜4時30分
受　付	 午後1時〜3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
             従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ　経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日） 
　知的財産権相談（毎月第3金曜日）
日　時	 ７月15日、８月５日  午後１時30分〜4時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ　経営支援部

■産学交流カフェ（毎月第3火曜日）
日　時	 ７月19日  午後１時30分〜4時30分
内　容	 産学連携に関すること
相談員	 宇都宮大学准教授、コーディネーター等	
問合せ　地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士
問合せ　経営支援部

■個人情報保護法対策相談

内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など

受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント
問合せ	 総務部

無料の専門相談です。各分野の専門家が、あなたの相談に応じます。 会場  法律・発明相談・産学交流カフェは
　　  宇都宮商工会議所  ☎637-3131

専 門 相 談

平
成
23
年
度

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
採
択
結
果

う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク（
宇
都
宮
市
、
Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
、

当
所
）は
5
月
30
日（
月
）、
運
営
委

員
会
に
お
い
て
、
今
年
度
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
５
つ
を
採
択
し
ま
し
た
。

① 

宇
都
宮
ト
マ
ト
ス
ウ
ィ
ー
ツ
研

究
会（
㈱
雅
洞
ほ
か
）

② 

宇
都
宮
名
物
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
弁

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
フ
タ
バ
食
品

㈱
ほ
か
）

③ 

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
開
発（
㈱
フ
ァ
ー

ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ー
ム
・
カ
ン

パ
ニ
ー
ほ
か
）

④ 

梨
を
メ
ー
ン
と
し
た「
う
つ
の
み

や
カ
レ
ー
」の
開
発
・
販
売（
シ
ェ

フ
ズ
㈱
ほ
か
）

⑤ 

焼
き
鳥
た
れ
に
使
用
す
る
風
味
・

食
味
が
落
ち
な
い
す
り
ニ
ン
ニ

ク
の
開
発（
ラ
フ
ァ
ー
ム
㈱
ほ
か
）

　

う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、
宇
都
宮
の
特
産
物

を
使
っ
た「
農
商
工
連
携
」事
業
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

http
://w

w
w

.u-agrinet.jp
/

宇
都
宮
市
農
業
振
興
課
　

☎
6
3
2-

2
8
4
3

問合せ

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1
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マ
ル
経
融
資
は
、
宇
都
宮
市
内
で

1
年
以
上
事
業
を
営
み
、
商
工
会

議
所
の
経
営
指
導
を
6
カ
月
以
上
受

け
、
事
業
の
改
善
に
取
り
組
む
資
金

と
し
て
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
従
業
員
数
】小
売
・
卸
売
・
サ
ー
ビ

ス
業
は
5
人
以
下
、
製
造
業
・
そ
の

他
の
業
種
は
20
人
以
下

【
税
金
完
納
】

所
得
税
・
法
人
税
・
事
業
税
・
住
民

税
等
を
完
納
し
て
い
る
方

【
融
資
限
度
額
】
1
5
0
0
万
円

【
返
済
期
間
】

運
転
資
金
7
年
以
内（
う
ち
据
置
期
間

1
年
以
内
）、設
備
資
金
10
年
以
内（
う

ち
据
置
2
年
以
内
）

【
金
利
】
1.
8
5
％

（
平
成
23
年
7
月
1
日
現
在
）

※
金
利
は
、
金
融
情
勢
に
よ
り
変
動
し
ま

す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保 

・ 

無
保
証
人
の
、国
の
融
資
制
度

　

こ
の
特
別
保
証
は
、
当
所
の
推
薦
に

よ
り
、
事
業
資
金
の
借
入
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

栃
木
県
内
で
同
一
事
業
を
１
年
以
上
営

み
、
一
定
の
推
薦
要
件
を
充
た
し
て
い
る

会
員
事
業
所

【
借
入
限
度
額
】
5
0
0
万
円
、
ま
た
は

平
均
月
商
の
3
倍
ま
で
の
い
ず
れ
か
少

な
い
額

※
設
備
資
金
は
5
0
0
万
円
の
範
囲
内

で
ご
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
保
証
期
間
】  

10
年
以
内　
　
　

【
返
済
方
法
】分
割
返
済

【
借
入
利
率
】金
融
機
関
所
定
利
率

【
信
用
保
証
料
】

年
0.
4
5
％
～
1.
9
0
％

【
連
帯
保
証
人
】原
則
と
し
て
保
証
人
は

不
要（
法
人
代
表
者
を
除
く
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

商
工
い
き
い
き
特
別
保
証経

営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公
的
機
関

で
す
。

　

事
業
の
将
来
性
は
あ
る
が
、
財
務
上

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対

象
に
、
き
め
細
か
い
経
営
相
談
・
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
6
1
0- 

4
1
1
0

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

ご
相
談

第一次対応第二次対応

再
生
の
可
能
性
あ
り

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

再
生
（
改
善
）計
画
の

策
定
支
援

●	

専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

●	

計
画
に
基
づ
く
資
金
調
達
の
支
援

●	

計
画
の
進
捗
状
況
の
サ
ポ
ー
ト

市
内
金
融
機
関
、 

県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

　

会
員
企
業
限
定
の
特
別
融
資
制
度
で

す
。

　

当
所
会
員
で
、
会
費
を
完
納
し
て
お

り
、
各
種
税
金
の
滞
納
が
無
い
方
で
あ

れ
ば
、
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
金

利
や
手
数
料
な
ど
が
優
遇
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
細
は
提
携

金
融
機
関
ま
た
は
、
当
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン

市
内
の
10
金
融
機
関
と
提
携

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

病
気
・
災
害
に
よ
る
死
亡
か
ら
事
故
に
よ
る
入
院
ま
で
、
24
時
間
保
障
！

※記載の内容はふれあい共済制度の一部を
記載したものです。ご加入にあたってはパン
フレット、重要事項説明書（契約概要・注意喚
起情報）を必ずご覧ください。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱（
引
受
保
険
会
社
）

☎
6
3
7-

7
6
7
0

問合せ

あ
な
た
の
命
を
守
る
先
進
医
療
セ
ミ
ナ
ー

福祉団体定期保険の給付内容

不慮の事故による
死亡

【ご契約例】

不慮の事故による
通院見舞金

（通院5日以上）

（当所主催）
成人病検査・健康診断補助

要介護認定見舞金
（一定条件が必要です）

結婚祝給付金

成人祝給付金

出産祝給付金

満了祝品
（5年以上の加入者）

小学校入学給付金

560万円 15,000円

20,000円

30,000円

40,000円

10,000円

10,000円

10,000円

5,000円

100,000円

記念品

4,000円

220万円

120万円

560万円

120万円

1日につき

一律

一律

一律

一律

一律

一律

一律

一律

一律

一律

7日以上

15日以上

25日以上

3,740円

ガンによる死亡

ガン以外の
病気による死亡

不慮の事故による
高度障害

不慮の事故による
入　院

（入院5日以上60日まで）

病気による
高度障害

給付金額 1口：1,600円
（Eコース）

給付金額

見舞金・祝給付金・補助制度の給付内容

死
　
　
亡

病
気
に
よ
る
入
院
見
舞
金

高
度
障
害

入
院

給付内容 給付内容
1口：1,600円
（Eコース）

　

7
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替

日
は
、

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
準
備
い

ふ
れ
あ
い
共
済

　

ふ
れ
あ
い
共
済
は
、入
院
給
付

金
付
災
害
割
増
特
約
・
ガ
ン
死
亡

特
約
付
福
祉
団
体
定
期
保
険
に
見

舞
金
・
祝
給
付
金
・
補
助
制
度
を

付
け
た
お
得
な
保
障
内
容
で
す
。

　

病
気
・
災
害
に
よ
る
死
亡
か
ら

事
故
に
よ
る
入
院
ま
で
、
業
務

上
・
業
務
外
を
問
わ
ず
24
時
間
保

歳
６
カ
月
ま
で
の
方
で
す
。

②
保
険
期
間
は
１
年
間
で
、毎
年

自
動
的
に
更
新
し
ま
す
。

③
共
済
の
効
力
は
、加
入
申
込
月

の
翌
々
月
１
日
か
ら
発
生
し
ま

す
。

④
掛
金
の
払
込
み
は
、毎
月
22
日

に
ご
指
定
の
預
金
口
座
か
ら
の
口

障
さ
れ
ま
す
。

【
ふ
れ
あ
い
共
済
の
取
扱
い
】

①
ご
加
入
い
た
だ
け
る
方
は
、宇

都
宮
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所

（
特
別
会
員
を
含
む
）
の
役
員
・

事
業
主
、従
業
員（
家
族
従
業
員

を
含
む
）で
、加
入
日
現
在
の
満

年
齢
が
14
歳
６
カ
月
を
超
え
70

座
振
替
で
す
。

⑤
引
受
保
険
会
社
は
ア
ク
サ
生

命
保
険
株
式
会
社
で
す
。

7
月
22
日（
金
）

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

提
携
金
融
機
関
と
会
員
メ
リ
ッ
ト

○足利銀行  ☎626-0526 
　手数料無料または金利0.2％優遇（商品により異なります）
○鹿沼相互信用金庫  ☎624-2251  会員向けオリジナル商品 
○烏山信用金庫  ☎636-6611  金利0.25％優遇 
○群馬銀行  ☎634-7181 
　金利0.2％優遇  審査結果を原則翌営業日に回答 
○商工中金  ☎633-8191  金利0.1％優遇　
○筑波銀行  ☎633-1361  会員向けオリジナル商品 
○栃木銀行  ☎633-1241  金利0.2％優遇 
○栃木信用金庫  ☎633-21 1 1  金利0.25％優遇 
○東日本銀行  ☎634-9131  会員向けオリジナル商品
○三菱東京UFJ銀行  ☎0120-250-587  手数料無料金利0.25％優遇

（注）風評被害や計画停電等の影響は、一般マル経が対象となります。 ※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

貸付限度 1,000万円（既存の一般マル経とは別枠）

貸付期間
（据置期間）

●運転資金：   ７年以内（１年）
●設備資金： 10年以内（２年）

貸付利率

資金使途

担保等

●貸付日から当初３年間 0.95％ （平成23年7月1日現在）

●貸付日から３年経過後 1.85％

災害復旧のための設備資金および運転資金

無担保・無保証人

取扱期間 平成23年５月23日から
平成23年９月30日（公庫申込受付分）まで

貸付対象者

常時使用する従業員が２０人以下
商業・サービス業の場合は５人以下の法人・個人事業主

市内で１年以上営業し、商工会議所の経営指導を６ヵ月
以上受けている方
税金（所得税、法人税、事業税、市県民税）を原則として、
全て完納している方
災害により直接又は間接に被害を受け、被害証明書等を提出できる方
当所の小規模事業者再建支援方針等に沿って事業を行う方
その他、多少の制約があります

1

2

3

4

5

　東日本大震災により、直接被害または間
接被害を受けられた小規模事業者の皆さま
を対象に、災害復旧のための設備資金およ
び運転資金を、無担保・無保証人で申し込
むことができる「災害マル経」が、既存の一
般マル経とは別枠で新設されました。
　詳細はお問い合わせください。

小規模事業者経営改善資金融資に係る震災特例の新設

経営支援部   ☎637-3131問合せ

災害マル経



会員情報局

◎栃木県立博物館 ☎634-1311�
特別企画展　「恐竜ワールド－ようこそ！　恐竜ラボへ－」
7月12日（火）～9月11日（日）
7月16日（土）午後1時半から「恐竜学」の記念講演。恐竜の骨格標本
などを展示し、その誕生と滅亡を追う。恐竜の世界に誘う特別企画展。
栃木・岩手共同企画展　「土偶の世界－縄文人のこころ－」
9月23日（金）～11月6日（日）
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎643-0100
2011年5月30日（月）～2012年3月23日（金）まで、空調機器お
よび収蔵庫増設工事のため休館。レストラン、ミュージアムショップ
も利用できません。

◎栃木県立美術館 ☎621-3566
企画展「画像進化論」
7月23日（土）～9月19日（月・祝）
絵画、写真、映像を画像として包括的にとらえ、それらをダーウィンの生
物学的進化論にならってメディア的進化と創造的退行の相互作用から考察
し直し、美術独自の新たなダイナミズムを約80点の作品によって探求する
（同館ＨＰより）
一般＝700円／大高生400円／中学生以下無料

1617 July  2011

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
有限会社  レザール広告事務所

☎600-3047 5600-3048
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

会員入会ご希望の方を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あて電話でご連
　絡ください。
　申込書を FAX で送信します。

　
総
務
部

　
☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

誰
も
居
ぬ
村
で
彷さ

ま
よ徨
う
風
の
群
れ

被
災
地
の
ま
ず
雑
草
が
立
ち
上
が
る

灰
皿
と
一
緒
客
間
へ
待
た
さ
れ
る

〈
評
〉
悲
喜
交
々
に
線
の
内
外
。

〈
評
〉
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
逞
し
。

〈
評
〉
心
に
重
き
煙
草
一
本
。

大
根
が
萎
び
て
足
湯
か
ら
帰
る

古
里
の
五
月
は
風
も
色
を
持
ち

郭
公
に
耳
を
預
け
る
い
い
目
覚
め

定
年
も
近
く
本
社
に
舞
い
戻
る

齢
と
い
う
こ
と
に
落
ち
つ
く
老
い
の
足

目
に
青
葉
軒
に
風
鈴
鳴
っ
て
夏

衣
更
え
心
の
垢
は
そ
の
ま
ま
に

柳
岡　

睦
子

柏
村
久
美
子

中
本
十
字
郎

江
部　

政
司

古
内
か
ほ
る

宮
岡　

正
紀

渡
辺　

一
雄

鈴
木
芙
美
子

毛
塚　

ヒ
ロ

笹
田　

ス
ミ

（
自
営
業
）

（
主
婦
）

（
自
営
業
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

第
166
回
荒
井 

宗
明
選

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

業種  住宅設備業 代表取締役  益子卓之さん

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

　

私
た
ち
は
、安
全・安
心・快
適・経
済
的・エ
コ
ロ

ジ
ー
の
実
現
を
め
ざ
し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
て
、で
き
る
だ
け
環
境
に
負
担
を
か
け

な
い
暮
ら
し
の
ご
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

〈
主
な
シ
ス
テ
ム・取
扱
機
器
〉

◎
地
中
熱・空
気
熱・太
陽
熱
利
用
の
冷
暖
房
や

　

給
湯
シ
ス
テ
ム（
常
設
展
示
場
あ
り
）

◎
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
オ
ー
ル
電
化

◎
ド
イ
ツ
キ
ッ
チ
ン・輸
入
ビ
ル
ト
イ
ン
機
器

　

私
た
ち
は
本
当
に
良
い
も
の
だ
け
を
提
案

し
ま
す
。

〈所在地〉
宇都宮市下金井町619-3

4028-665-3322  
6028-665-3359

http://www.kraftwerk75.co.jp

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用いたしません。

　

20
代
の
社
会
学
者
が
書
い
た
本
書
の
内

容
は
、
原
子
力
行
政
や
電
力
会
社
を
指
弾

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︵
本
書
の
大
半

は
震
災
前
に
書
か
れ
た
︶。
も
ち
ろ
ん
「
原

子
力
」
は
重
要
な
要
素
で
す
が
、
著
者
が

解
き
明
か
す
の
は
︿
日
本
の
戦
後
成
長
に

お
け
る
地
方
の
服
従
の
様
相
﹀
で
あ
り
、

い
か
に
中
央
の
影
響
を
蒙
っ
て
地
方
が
変
化

し
て
し
ま
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
著

者
は
福
島
県
の
原
発
地
域
の
歴
史
や
現
在
、

日
本
の
戦
後
の
歴
史
、
文
化
な
ど
を
丹
念

に
掘
り
起
こ
し
、
い
か
に
地
方
が
中
央
の
求

め
る
も
の
を
自
ら
提
供
し
て
き
た
か
を
指

摘
し
ま
す
。

　

本
書
の「
原
子
力
」
を
「
誘
致
企
業
」「
補

助
金
」
な
ど
と
読
み
替
え
る
こ
と
で
、
実

は
多
く
の
地
域
が
陥
っ
て
い
る
疲
弊
の
本
質

を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
方
が

な
ぜ
中
央
を
模
倣
し
続
け
る
の
か
、
そ
の

中
で
地
域
づ
く
り
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
。
そ
の
答
え
の
ヒ
ン
ト
も
、
本
書
の
中
に

あ
り
ま
す
。タ
イ
ト
ル
の「
フ
ク
シ
マ
」は「
ウ

ツ
ノ
ミ
ヤ
」「
ト
チ
ギ
」
で
も
あ
る
の
で
す
。

『 

「
フ
ク
シ
マ
」論 

』

開
沼
博［
著
］

青
土
社

2
2
0
0
円
＋
税

「 謙虚」
人
の
幸
せ
や
成
功
を

心
か
ら
祝
福
で
き
る
人
間
で
い
た
い
。

人
の
幸
せ
や
成
功
を

ね
た
ん
だ
り
、
お
と
し
め
よ
う
と
し
た
り

そ
ん
な
人
間
に
は
な
り
た
く
な
い
。

謙
虚
に
、
他
人
か
ら
学
ん
で
い
き
た
い
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　

１
９
７
５
年
熊
本
生
ま
れ
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天

地
人
」の
題
字
な
ど
を
揮
毫
。日
テ
㆑「
世
界
一
受
け
た

い
授
業
」な
ど
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
出
演
。著
書
に
作
品

集﹃
た
の
し
か
﹄﹃
書
愉
道
﹄﹃
ひ
ら
く
言
葉
﹄﹃
し
ょ
ぼ

ん
﹄、新
刊
に﹃
書
の
道
を
行
こ
う
～
夢
を
か
な
え
る
双

雲
哲
学
～
﹄﹃
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
ば
か
り
注
文
す
る
な
﹄な

ど
が
あ
る
。

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ・そ
う
う
ん

︿ 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

﹀

A
～
G
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉原
発
事
故
で
脚
光
を
浴
び
る
●
●
●
●
●
●
●
エ
ネ
ル
ギ
ー

1.
2.
3.
4.
6.
7.
9.
13.
15.
17.
18.
20.
21.
22.

1.
5.
8.
10.
11.
12.
14.
16.
19.
21.
23.
24.
25.

天の川を越えて七夕デート、織姫はこと座のベガ、彦星はわし座の○○○○○
シーザーは「○○は投げられた」とルビコン川を渡った
屋久島や沖縄に茂る根っ子いっぱいの樹木
かつて植木等が連発したギャグ「○○○でない？　こりゃまた失礼！」
米沢藩の藩政改革に尽力のあった藩主○○○○鷹山
財源不足が○○となって政策実行が進まない
主力選手の故障もあって敗戦の○○○を見た
リーリー・シンシン人気でパンダの○○○○○も売れ行き好調とか
日光山内にある○○○○○神社
火山付近や温泉などで見られる黄色の結晶、元素記号は「S」
枝が四方に広がって笠のようにみえる松
あの子は○○○ばっかりして手に余ってしまう
佐渡島にある○○湾、かつてサクラ貝がたくさん採れたとか
「小火のうちに消せて良かったよ」。この「小火」の読みは？

夏の温度を下げる効果のグリーンカーテンにはこの植物も
原発事故による風評被害で多くの○○○が大打撃を
ノーアウト満塁、ランナーが○○○○○をにぎわす
世の中「似非文化人、似非政治家がウヨウヨ」。この「似非」なんと読む？
いつでもどこでも利用できる○○○○○インターネット
ことわざ「鬼の○○○の洗濯」
世界遺産の白川郷や日本一広い高山市のある県は？
大津波の去った後には○○○○たるガレキが……
このほど平泉とここが世界遺産に登録確実に
警察の暴力団を取り締まる部署の通称
脱税を摘発する活躍をテーマにした映画「○○○の女」
帰りは馴染みの○○○で一杯どう？
山岳宗教のメッカ出羽三山といえば、羽黒山、湯殿山とここ

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

フ
ウ
ヒ
ョ
ウ
ヒ
ガ
イ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
7
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

クラフトワーク㈱
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●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 20117月〜   8月 文月─ 葉月

七
月
二
十
二
日（
金
）～
二
十
四
日（
日
）

真
岡
の
夏
ま
つ
り （
真
岡
市
）

　
二
十
七
基
の
神
輿
と
九
台
の
山
車
、
屋
台

が
街
中
を
練
り
歩
く
。
最
終
日
に
は
、
宮
入

行
列
や
お
囃
子
と
ぶ
っ
つ
け
が
行
わ
れ
る
。
五

行
川
で
は
花
火
大
会
も
。

七
月
二
十
三
日（
土
）～
二
十
五
日（
月
）

八
坂
神
社
祇
園
祭（
益
子
町
）

　
大
盃
に
三
升
六
合
五
勺
も
の
熱
燗
を
注
ぎ
、

次
の
当
番
町
の
男
衆
十
人
が
三
杯
飲
み
干
す

「
御
神
酒
頂
戴
式
」が
見
ど
こ
ろ
。
百
五
十
年

も
続
く
鹿
島
神
社
の
神
事
。

七
月
三
十
日（
土
）　

第
六
十
回
小
山
花
火
大
会（
小
山
市
）

　
観
晃
橋
下
流
の
思
川
河
畔
で
約
二
万
発
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。
全
国
花
火
師
の

競
演
が
見
ら
れ
る
。

八
月
六
日（
土
）～
七
日（
日
）　

第
三
十
六
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り（
宇
都
宮
市
）

　
大
通
り
を
中
心
に
八
十
基
を
超
え
る
神
輿

が
練
り
歩
き
、
パ
レ
ー
ド
や
郷
土
芸
能
、
木
遣

り
な
ど
が
催
さ
れ
る
。
宇
都
宮
の
夏
の
風
物
詩
。

八
月
六
日（
土
）　

第
九
十
七
回
足
利
花
火
大
会（
足
利
市
）

　
明
治
時
代
か
ら
続
く
花
火
大
会
。
関
東
で

も
有
数
な
規
模
を
誇
る
。
仕
掛
け
花
火
や
尺

玉
の
迫
力
に
時
間
を
忘
れ
る
。
約
二
万
発
を

打
ち
上
げ
る
。

八
月
十
三
日（
土
）　

二
〇
一
一
う
つ
の
み
や
花
火
大
会（
宇
都
宮
市
）

　
道
場
宿
の
鬼
怒
川
河
川
敷
が
会
場
。
東
日

本
大
震
災
犠
牲
者
の
追
悼
と
復
興
へ
の
想
い

を
込
め
て
開
催
さ
れ
る
。

下野新聞社

終
号
は
三
十
七
号
だ
っ
た
。

　

栃
木
県
最
初
の
新
聞
は
、
そ
れ
に

先
立
つ
こ
と
一
八
七
四（
明
治
七
）年

四
月
五
日
に
創
刊
さ
れ
た「
栃
木
新

誌
」。
発
行
は
栃
木
町
万
町
の
報
聞

社
で
、
本
文
十
四
頁
の
和
綴
じ
だ
っ

た
。
定
価
は
二
銭
五
厘
、
編
集
人
秋

森
尭
夫
、
印
刷
者
磯
野
夭
朴
と
あ

り
、
木
版
刷
で
あ
っ
た
と
い
う
。
内

容
は
太
政
官
布
告
や
栃
木
県
達
な
ど

の
条
文
を
掲
載
し
て
い
た
。
し
か
し
、

同
紙
も
経
営
が
芳
し
く
な
く
わ
ず
か

半
年
、
三
十
数
号
で
廃
刊
と
な
っ
た
。

明
治
七
年
当
時
の
物
価
を
見
る
と
、

上
白
米
が
十
銭
五
厘
二
毛
と
い
う
か

ら
、「
栃
木
新
誌
」の
購
読
料
が
い
か

に
高
額
だ
っ
た
か
が
わ
か
る
。（『
郷

土
史
事
典
栃
木
県
』新
川
武
紀
）

　

先
に
廃
刊
と
な
っ
た「
栃
木
新
聞
」

に
代
わ
っ
て
、
翌
七
九
年
八
月
二
日
、

田
中
正
造
を
編
集
人
と
し
て
、
共
進

社（
栃
木
町
旭
町
）よ

り
新
た
に「
栃
木
新

聞
」（
第
二
次
栃
木

新
聞
）が
発
行
さ
れ

た
。
発
行
は
隔
日

刊
で
、
購
読
料
は

一
銭
五
厘
。
痛

烈
な
政
府
批
判

に
よ
り
、
発
行

停
止
が
相
次
い

だ
と
い
う
。

　
一
八
八
二（
明
治
十
五
）年
八
月
、

「
栃
木
新
聞
」（
第
三
次
栃
木
新
聞
）

は「
足
利
新
報
」と
合
併
し
た
。
社

名
を
旭
香
社
と
改
め
、
社
主
に
足
利

新
報
の
木
村
勇
三
が
就
任
。
こ
の
木

村
と
は
の
ち
に
第
四
代
木
村
半
兵
衛

を
襲
名
す
る
織
都
足
利
を
代
表
す

る
実
業
家
そ
の
人
だ
っ
た
。
九
月
八

日
に
第
一
号
を
発
行
。
木
村
退
任
後

は
、
足
利
出
身
の
影
山
禎
太
郎
が
経

営
の
近
代
化
を
図
っ
た
。

　
一
八
八
四（
明
治
十
七
）年
二
月
、

旭
香
社
は
県
庁
の
宇
都
宮
移
転
に

伴
い
、
宇
都
宮
に
あ
っ
た
下
野
旭
新

聞
鶏
鳴
社（
福
嶋
米
司
）と
合
併
し
、

本
社
を
池
上
町
に
移
転
。
栃
木
新

聞
は
計
三
百
五
号
で
休
刊
と
な
っ
た
。

題
号
を「
下
野
新
聞
」と
変
更
、
三

月
七
日
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
。
役

員
は
影
山
を
は
じ
め
栃
木
新
聞
時
代

を
継
承
。
こ
れ
が
県
紙「
下
野
新
聞
」

誕
生
の
前
史
で
あ
る
。（『
下
野
新
聞

百
年
史
』下
野
新
聞
社
）

　

発
行
部
数
日
刊
三
十
一
万
部
を

誇
る
下
野
新
聞
。
そ
の
始
ま
り
は

一
八
七
八（
明
治
十
一
）年
六
月
一
日
に

創
刊
さ
れ
た「
栃
木
新
聞
」に
遡
る
。

発
行
所
は
栃
木
町（
現
栃
木
市
）万
町

の
万
象
堂
。
購
読
料
一
部
一
銭
五
厘
、

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
四
頁
、
月
八
回
の
発
行

だ
っ
た
。
社
主
は
印
刷
業
を
営
む
万

象
堂
の
主
人
菅
谷
甚
平
が
、
編
集
人

に
は
新
聞
へ
の
志
を
持
つ
中
田
良
夫
が

就
い
た
。
以
後
、
中
田
は
発
行
所
の

度
重
な
る
変
遷
に
あ
っ
て
も
、
幹
事
、

印
刷
長
な
ど
一
貫
し
て
そ
の
中
心
に

あ
っ
た
。

　

当
時
の
栃
木
町
に
は
、
県
庁
が
置

か
れ
、
栃
木
師
範
学
校
を
は
じ
め
栃

木
女
学
校
や
栃
木
医
学
校
が
開
設
さ

れ
る
な
ど
栃
木
県
の
県
都
と
し
て
大
い

に
栄
え
た
。
文
字
通
り
政
治
、経
済
、

文
化
の
中
心
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
新
聞
経
営
は
困
難
を
極
め
、

創
刊
後
わ
ず
か
五
カ
月
で
廃
刊
。
最

明
治
30
年
代
の
下
野
新
聞
社
本
社

社
屋
と
県
庁
舎
、そ
し
て
日
光

「栃木新聞」の発行所があった明治時代中期の、
栃木町万町の街並み。絵葉書に栃木市とあるが、
栃木市の市制施行は 1937（昭和 12）年
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東
日
本
大
震
災
は
回
復
途
上
に
あ
っ
た
わ
が

国
の
景
気
に
大
き
な
下
押
し
圧
力
を
与
え
、
景

気
は
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
４
月
中
ご
ろ

以
降
は
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
。
景

気
の
落
ち
込
み
で
目
立
つ
の
は
、
製
造
業
と
家

計
関
連
で
あ
る
。
製
造
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
３

月
の
鉱
工
業
生
産
は
前
月
比
15
・
３
％
減
少
と
、

過
去
最
大
の
落
ち
込
み
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け

自
動
車
生
産
は
前
月
比
６
割
近
い
大
幅
減
少
と

な
り
、
こ
れ
が
鉄
鋼
、
化
学
な
ど
の
生
産
に
も
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、
工
場
の
操

業
停
止
に
伴
っ
て
輸
出
も
急
減
し
た
。
個
人
消

費
に
つ
い
て
み
る
と
、
被
災
・
停
電
な
ど
を
背
景

に
自
粛
ム
ー
ド
が
広
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
首

都
圏
な
ど
震
災
の
直
接
的
影
響
の
小
さ
か
っ
た

地
域
で
も
消
費
支
出
が
顕
著
に
落
ち
込
ん
だ
。

商
業
販
売
統
計
を
み
る
と
、
加
工
食
品
や
日
用

品
の
買
い
だ
め
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
販
売
押
し
上
げ
に
寄
与
し
た
の

に
対
し
、
百
貨
店
は
急
減
し
た
。

　

し
か
し
、
景
気
は
４
月
以
降
、
す
で
に
回
復

の
兆
し
を
見
せ
て
い
る
。
ま
ず
、
生
産
に
つ
い
て

み
る
と
、
各
地
の
工
場
の
完
全
復
旧
時
期
は
い

ま
だ
不
明
で
、
10
・
11
月
ご
ろ
ま
で
は
震
災
前

を
下
回
る
生
産
水
準
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
見

通
し
で
あ
る
。
た
だ
し
、
予
定
し
て
い
た
時
期

か
ら
前
倒
し
で
操
業
を
再
開
す
る
工
場
も
増
え

て
お
り
、
当
初
予
想
さ
れ
て
い
た
ほ
ど
生
産
停

止
が
長
引
く
事
態
は
避
け
ら
れ
る
見
通
し
で
あ

る
。
鉱
工
業
生
産
が
４
月
か
ら
徐
々
に
回
復
し

て
い
る
と
想
定
す
れ
ば
、
４
〜
６
月
期
の
生
産

は
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
が
避
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、

７
〜
９
月
期
は
一
転
し
て
大
幅
な
プ
ラ
ス
に
転

ず
る
と
予
想
さ
れ
る
。
今
後
、
夏
場
の
電
力
不

足
が
首
都
圏
の
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
製
造
業
で
稼
働

時
間
の
調
整
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
東
京
電
力
の

供
給
能
力
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
、
景
気
へ
の
大
き
な
影
響
は
回
避
で
き

る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
生
産
の
回
復
に
つ
れ
、

輸
出
も
震
災
前
の
増
加
ト
レ
ン
ド
に
戻
る
と
期

待
で
き
る
。
そ
も
そ
も
新
興
国
を
中
心
に
、
世

界
経
済
の
成
長
ペ
ー
ス
は
堅
調
を
維
持
し
て
お

り
、
わ
が
国
の
輸
出
環
境
は
引
き
続
き
良
好
で

あ
る
。

　

家
計
部
門
で
は
、
当
面
は
自
粛
ム
ー
ド
が
残

る
た
め
、
消
費
マ
イ
ン
ド
の
回
復
は
遅
れ
る
見
込

み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
被
災
地
で
は
、
仮
設
住

宅
へ
の
入
居
に
伴
い
、
耐
久
財
支
出
が
増
加
す
る

と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
個
人
消
費
は
徐
々

に
増
加
す
る
と
み
ら
れ
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
家
電
製

品
や
自
動
車
な
ど
の
需
要
が
増
え
る
と
見
込
ま

れ
る
。
住
宅
建
設
は
、
が
れ
き
の
処
理
や
再
開

発
計
画
な
ど
の
め
ど
が
付
い
て
か
ら
着
工
が
本
格

化
す
る
と
み
ら
れ
る
。

　

加
え
て
、
震
災
か
ら
の
復
興
が
進
展
す
る
に

し
た
が
い
、
公
共
投
資
・
政
府
消
費
が
成
長
率

を
押
し
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
仮
設
住
宅
の
建

設
は
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
７
万
戸
を
超
え
る

新
規
建
築
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
後
の
兵
庫
県
で
は
、
３
年
間
に
平

時
の
１・５
年
分
の
公
共
投
資
が
上
積
み
さ
れ

た
。
今
回
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
毀き
そ
ん損

は
、
そ
の
と

き
を
大
幅
に
上
回
って
お
り
、
そ
れ
だ
け
多
額
の

公
共
投
資
が
必
要
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
当
面
は
景
気
下
押

し
圧
力
が
残
る
も
の
の
、
震
災
の
マ
イ
ナ
ス
影
響

が
減
衰
す
る
７
〜
９
月
期
以
降
は
、
成
長
率
は

落
ち
込
み
を
取
り
戻
し
、
プ
ラ
ス
に
転
化
す
る

と
み
ら
れ
る
。
わ
が
国
の
製
造
業
は
震
災
に
よ
っ

て
大
き
な
痛
手
を
受
け
た
も
の
の
、
底
力
を
発

揮
し
て
落
ち
込
み
か
ら
立
ち
直
り
つつ
あ
る
と
い

え
よ
う
。
工
場
の
操
業
再
開
に
連
動
し
て
輸
出

が
増
加
す
る
ほ
か
、
公
共
投
資
や
耐
久
財
消
費
、

住
宅
投
資
な
ど
も
大
幅
に
増
え
る
見
通
し
で
あ

る
。
他
方
で
非
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

業
、
と
り
わ
け
飲
食
や
宿
泊
業
な
ど
が
、
風
評

被
害
も
あ
っ
て
被
災
地
外
で
も
苦
戦
が
続
い
て
い

る
。
今
後
は
こ
う
し
た
部
門
へ
の
て
こ
入
れ
が
課

題
と
な
る
。

「
大
震
災
後
の
景
気
の
展
望 

〜
底
力
を
発
揮
す
る
民
間
企
業
〜

」

　１９５３年生まれ。一橋大学経済学部
卒業後、76年住友銀行に入行。ロンドン
駐在、経済調査部などを経て、90年日本
総合研究所に着任。２０００年から04年ま
で早稲田大学大学院アジア太平洋研究
科客員教授、03年から近畿大学経済学
部・経営学部客員教授を務める。現在、
テレビのコメンテーターとしても活躍中。著
書『10年後の日本を読む「先見力」の
つけ方』（徳間書店）のほか、日本経済新
聞、産経新聞などに多数執筆。

日本総合研究所　
副理事長　
高橋  進 ／たかはし すすむ

高橋進の

宇都宮中心商店街
みやヒルズ活性化委員会

●会員数5団体
宇都宮中心商店街みやヒルズ活性化委員会

会長　金子 裕司さん

宇都宮商店街めぐり
第19回

宇都宮中心商店街
みやヒルズ活性化委員会

前
回
に
引
き
続
き
、宇
都
宮
市
中
心
部
の
商
店
街
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を

ご
紹
介
し
ま
す
。昨
年
度
ま
で「
宇
都
宮
中
心
商
店
街
Ｔ-

Ｏ-

Ｂ-

Ｕ
活
性
化
委
員
会
」の

名
称
で
活
動
し
て
来
た
、「
宇
都
宮
中
心
商
店
街
み
や
ヒ
ル
ズ
活
性
化
委
員
会
」で
す
。

　

今
年
５
月
ま
で
、
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
・

オ
リ
オ
ン
通
り
商
店
街
・
馬
車
道
通
り
商

店
街
・
ユ
ニ
オ
ン
通
り
商
店
街
の
４
団
体

で
活
動
し
て
き
た
「
宇
都
宮
中
心
商
店
街

Ｔ-

Ｏ-

Ｂ-

Ｕ
活
性
化
委
員
会
」
に
、
５

月
の
総
会
か
ら
池
上
通
り
商
店
街
が
加
入

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
名
称
も
「
宇

都
宮
中
心
商
店
街
み
や
ヒ
ル
ズ
活
性
化
委

員
会
」（
愛
称　

み
や
ヒ
ル
ズ
）
へ
変
更
し
、

新
た
な
第
一 

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

会
長
も
、
餃
子
の
「
宇
味
家
」
な
ど
を

経
営
す
る
㈱
ギ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
三
樹
の
金

子
裕
司
常
務
取
締
役
・
営
業
本
部
長
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
。
新
た
な
活
力
で
活
性
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
「
現
在
、
力
を
入
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は
、

10
月
の
『
宮
っ
こ
フ
ェ
ス
タ
』（
宮
っ
こ
フ
ェ

ス
タ
実
行
委
員
会
主
催
）
へ
の
協
力
と
、

私
た
ち
が
主
催
す
る
『
み
や
の
ひ
な
ま
つ

り
』
な
ど
で
す
。
後
者
は
す
で
に
２
回
開

催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
好
評
い
た
だ

き
ま
し
た
」

　

参
加
店
舗
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
、

華
や
か
な
お
雛
様
を
飾
っ
て
演
出
す
る
「
み

や
の
ひ
な
ま
つ
り
」
は
、
２
〜
３
月
の
宇

都
宮
の
名
物
行
事
と
し
て
、
は
や
く
も
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
委
員
会
が
で
き
て
５
年
、
会
員
間
の
ま

「
5
月
か
ら
池
上
通
り
商
店
街
も

  
加
入
し
て
エ
リ
ア
が
広
が
り
ま
し
た
」

と
ま
り
も
で
き
て
き
て
、
そ
ろ
そ
ろ
新
た

な
ス
テ
ッ
プ
を
め
ざ
す
時
期
だ
と
思
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
だ
け
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
日
常
の
中
で
何
を
す
れ
ば
お
客
様

に
来
て
い
た
だ
け
る
の
か
、
そ
の
方
策
を

考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

６
月
に
は
、
共
通
の
ス
テ
ッ
カ
ー
作
成
も

決
定
し
ま
し
た
。

　
「
共
通
の
マ
ー
ク
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
る

こ
と
で
、
加
盟
店
の
ま
と
ま
り
の
醸
成
や
、

お
客
様
に
『
み
や
ヒ
ル
ズ
』
を
わ
か
っ
て
い

た
だ
く
助
け
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

エ
リ
ア
が
広
が
る
の
を
き
っ
か
け
に
、
こ

れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
事
業
に
も
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

ー
新
た
に

就
任
し
た
２
代
目
会
長
と
し
て
、
意
欲
の

高
ま
る
金
子
さ
ん
で
し
た
。

今年の「みやのひなまつり」の様子

「みやヒルズ」共通ステッカー



2011商店街夏祭り（催事）カレンダー

商店街名

バンバ通り商店街、
オリオン通り曲師町商業(協)、

二荒通り商店街、馬場町通り商店街、
日野町商店街(振)、鉄砲町商店会、

馬場南通り会、互運会、
みはし通り商店会、宇都宮パルコ、
ラパーク長崎屋宇都宮店、

うつのみや表参道スクエアテナント会

鹿沼街道商業会

宇都宮オリオン通り
商店街 ( 振 )

雨情商業会

馬場町通り商店街

雀宮スタンプ会

中央公園南商工振興会

いづも通り商店街

宇都宮駅東地区商業会

みどり野町商店会

南高砂通り商店会

日野町商店街振興組合

バンバ deナイト・ラテン
＆ソウルナイツ

2011 夏祭り

オリオンバザール

オリオン七夕まつり

子供みこし祭り

納涼　川柳行灯まつり

スタンプ台紙還元セール

サンデーフェスタ宮まつり

大谷石あかり展

あさがお・ほおずき市

わくわくドキドキ夢体験

オリオン七夕まつり

第 29回オリオン・ジャズ

納涼祭

夏の夕べ盆踊り

3品ワゴンセール

うつのみや愉快市

バンバ夏祭り（納涼踊り）

七夕まつり

ひのまちルネッサンス

朝市

子供みこし・山車による街道を巡行、
イベント

商店街・一般公募による七夕飾り

子供みこし、よさこい踊り、
縁日（飲食の無料提供）

加盟店の店頭に川柳と
漫画を加えた行灯を下げる

台紙 1冊を 600 円にて回収

歌、演奏、ダンス等、模擬店

ろうそく 2000 本により幻想的で
あたたかい雰囲気を醸し出す

あさがお・ほおずきの販売

地元中央小学校５・６年生による
販売実習

商店街・一般公募による七夕飾り

ジャズのライブ演奏

出店による販売

今泉地区盆踊り大会

目玉商品

骨董品・手作りアクセサリー・
こだわり野菜などの販売

街路灯に飾り付け

音楽ライブ

宮の盆唄・バンバ音頭・宇都宮音頭による
納涼踊り大会

販売

抽選会

7/30～7/31

7/23 ・ 9/24

8/5～8/8

7/30（前夜祭）7/31（本祭り）

7/29～8/7

8/2～8/7

7/31

8/7

８月開催予定

7/8～7/10

7/30

8/5～8/8

8/13

8/28予定

8/20

毎月第3土・日曜日

毎月第3日曜日

7/24

7/25～8/16

毎月第4日曜日

7/17

バンバひろば

鹿沼街道

アーケード内

オリオン通りアーケード内

商店街地内各店頭

スタンプ加盟店

なかよし通り

宇都宮ケーブルテレビ
本社前広場

大谷公園

オリオン通り曲師町
アーケード内

商店街協力店舗内

オリオン通りアーケード内

オリオンイベント広場

いづも通り商店街

今泉小学校

各自の店前で

商店街

シノザキ前

バンバひろば

バンバひろば

太陽警備保障駐車場、
羽黒山境内

（平成23年6月30日現在）

宇都宮中心商店街活性化
委員会

宇都宮ユニオン通り
商店街 ( 振 )

オリオン通り曲師町
商業 ( 協 )

大谷商工観光協力会

イベント名 内　容 期　間 会　場

ちょとおしゃれなビアガーデン

題字：藤井　清 　名誉会頭 揮毫
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　今月号の特集2では「宇都宮の歴史を訪
ねて」と題し、第28代宇都宮藩主「本多正
純」が時空を超えて結ぶ、「宇都宮市」と「秋田
県横手市」との交流について掲載しました。
　今や、宇都宮といえば「餃子」、横手といえば「焼きそ
ば」、ともにＢ級グルメで有名な地域。「歴史」や「食」をと
おして今後とも良き地域間交流ができることを願って
います。

2223 July  2011

宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

宮
カ
フ
ェ
事
務
所

☎
6
3
5-

0
0
2
1

問合せ

7月・8月
Jul・Aug

　

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の
み

や
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ
る

案
内
所
設
置（
毎
週
日
曜
日
）

７
月
17
日
、
24
日
、
８
月
７
日
、

14
日

ま
ち
な
か
案
内
所

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
開
催
委
員
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
36
回
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り 

〜
で
あ
い
と
ふ
れ
あ
い
の
広
場
〜

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り

実
行
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
で

納
涼
を
！

　

今
年
の「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」
は
、

「
東
日
本
大
震
災
の
一
日
も
早
い
復
興
を

願
い
つ
つ
、
復
興
へ
の
元
気
を
贈
ろ
う
」

と
の
決
意
の
も
と
、
８
月
６
日（
土
）・

７
日（
日
）の
２
日
間
に
わ
た
り
、
大
通

り
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

賑
や
か
な
お
囃
子
の
音
色
が
、
会
場

を
一
気
に
お
祭
り
ム
ー
ド
に
盛
り
上
げ
、

み
こ
し
の
登
場
で
熱
気
は
最
高
潮
。
ま

た
、
古
式
豊
か
な
郷
土
芸
能
の
披
露
や

勇
壮
か
つ
重
厚
な
和
太
鼓
が
響
き
渡
り
、

「
宮
っ
子
よ
さ
こ
い
」で
は
、
約
１
６
０

０
人
が
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
舞
い
踊
り
ま

す
。
そ
し
て「
バ
ン
バ
音
頭
流
し
踊
り
」

で
は
、
約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
優
美

な
舞
を
披
露
。
粋
な
木
遣
り
と
は
し
ご

乗
り
で
、
県
都
の
真
夏
の
祭
典
を
締
め

括
り
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」は
、
多
く
の

市
民
と
企
業
・
団
体
の
ご
協
力
に
よ
り
、

多
彩
な
催
し
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

８
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）

午
後
４
時
30
分
〜
午
後
９
時

【
開
催
場
所
】

宇
都
宮
市
大
通
り（
本
町
交
差
点
〜
上
河

原
交
差
点
）ほ
か

【
開
催
行
事
】

み
こ
し
、
パ
レ
ー
ド
、
郷
土
芸
能
、
お

は
や
し
、
お
ど
り
、
和
太
鼓
、
鳶
木
遣

り
は
し
ご
乗
り
、宮
っ
子
よ
さ
こ
い
、宮
っ

子
パ
レ
ー
ド
、
宮
の
梵
天
な
ど

※「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
」へ
、
ご
協
賛

い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

８
月
５
日（
金
）
〜
８
日（
月
）の
４
日

間
、
宇
都
宮
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る「
オ

リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

商
店
街
の
皆
さ
ん
に
よ
る
華
麗
な
七

夕
飾
り
、
一
般
参
加
の
幼
稚
園
、
学
校
、

会
社
等
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
個
性
あ
ふ
れ

た
作
品
に
彩
ら
れ
た
、
１
年
に
１
度
の

オ
リ
オ
ン
通
り
に
出
会
え
ま
す
。

　

宮
ま
つ
り（
８
月
６
、
７
日
）と
と
も

に
、
夏
の
恒
例
の
お
祭
り
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。　

主
催
：
オ
リ
オ
ン
七
夕
ま
つ
り
実
行
委

員
会

問合せ

ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
開
催
委
員
会
事
務
局

（
宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
内
）

☎
6
3
3-

8
7
6
6

問合せ

宇
都
宮
商
工
会
議
所
地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

☎
6
6
6-

8
9
3
8

※
モ
ー
ニ
ン
グ
営
業
始
め
ま
し
た
。

午
前
7
時
〜
午
前
0
時

☎
6
6
6-

8
7
8
5

●
2
階
プ
チ
プ
レ
リ

●
1
階
＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ

◎
実
施
中（
12
月
31
日
ま
で
予
定
） 

　
「
宇
都
宮
地
酒
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

     

〜
宇
都
宮
の
地
酒
を
飲
ん
で
愉
快
に
な
ろ
う
！
〜

　

宮
カ
フ
ェ
は
、
節
電
へ
の
協
力

の
た
め
照
明
を
落
と
し
て
営
業

し
て
い
ま
す
。

節
電
協
力
に
よ
る

営
業
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内（
２
階

プ
チ
プ
レ
リ
協
力
）

◎
7
月
23
日（
土
）  

 　
「
愉
快
ラ
イ
ブ（
Ｆ
Ｊ
バ
ン
ド
他
）」 

 　
「
オ
リ
オ
ン
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

　
　

１
階
＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
割
引
セ
ー
ル
」

　

 　
　
　
　
　
　
　
（
地
元
商
店
街
連
携
事
業
）     

◎
7
月
22
日（
金
）  

 　
「
歌
お
う
愉
快
だ
！
歌
声
カ
フ
ェ
」

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内（
２
階

プ
チ
プ
レ
リ
協
力
）

◎
7
月
15
日（
金
）  

 　

職
場
体
験
学
習
受
け
入
れ

　
（
市
立
西
小
）

◎
7
月
30
日（
土
）  

 　

職
場
体
験
学
習
受
け
入
れ

　
（
市
立
中
央
小
）

◎
８
月
１
日（
月
）〜
16
日（
火
）

 　
「
大
谷
石
あ
か
り
展（
仮
称
）」 

　

 

（
市
観
光
交
流
課
連
携
事
業
）    

◎
8
月
6
日（
土
）・
7
日（
日
）  

 　
「
ふ
る
さ
と
宮
ま
つ
り
協
賛
事
業
」 

　

 

●
店
頭
販
売
等

 　
「
エ
コ
ふ
れ
あ
い
i
n
宮
カ
フ
ェ
」 

　

 

（
環
境
行
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
）    

　

 

●
店
頭
で
実
施

　

イ
ベ
ン
ト
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
宮
カ
フ
ェ

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
成
23
年
6
月
30
日
現
在
）

昨年のオリオン賞受賞作品




